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教員向け理科自主研修会 

「人力サーマルサイクラー 」 
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講座の様子 
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 先日はありがとうございました。 

 PCR サーマルサイクラーを用いずに、ＤＮＡの増幅を行う実験を通して、その原理

などをアナログ的に知ることができ、貴重な体験をすることができました。研究機関

や大学などでは、最新の設備・機器を用いて実験を行うことが多いと思います。 

 しかしながら、高校の教育現場では、そのようなものは予算的に手に入りません。

また、それらの機器の原理も分からずに、結果だけを求めてしまうのが現状です。化

学や生物など理科教育においては、アナログ的な実験を通して理解したうえで、大学

等にある機器を用いて研究することが大切だと感じました。 

 今回の実験を通して感じたことを、科学系の進学を目指す生徒たちに伝えていきた

いと思います。 

 ＰＳ．河川水中の DNA の増幅による生物調査、およびヒトのアルコール分解酵素に

関する遺伝子の相違などの実験を通して、生徒に生物学の面白さ、生物の多

様性などを教えたいと思います。機会がありましたら、ご協力をお願いでき

ればうれしく思います。 

                  （静岡県立浜松湖東高等学校 伊藤 誠二） 

 

 今回の手動 PCR はマシンを必要とせず授業で扱いやすいうえ、サイクルを体現する

ことができ、導入のハードルを下げることができると感じました。電気泳動の結果は

マシンを使用した方が精度が高いと感じましたが、高校の実験では体験することが優

先するので、手動 PCR はよろしいと思いました。 

 大橋先生には、毎回大変参考になる実験をご教授していただき、感謝申し上げます 

                    （静岡県立浜名高等学校 岩本 直子） 

 

 中学校で実施するには難しいかと思いましたが、授業で話ができることが増えれば

と思い参加しました。また機会があればお願いしたいと思っています。 

 ありがとうございました。 

                    （浜松市立高台中学校 豊田 のり子） 

 

受講生の感想 


